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　中等教育における数学の授業は，数学の内容（知識）の伝達に重点が置

かれがちであり，数学における「活用・探究」の学習経験をもつ生徒はき

わめて少ない。数学学習における能動的な探究活動を促し，数学的活動の

面白さや楽しさに触れる学習活動の事例としてResearcher-Like Activity 

(RLA) を紹介する。

　RLA は，文字通り研究者のような活動という意味で，「研究者の縮図的

活動」を基本的なコンセプトとしている。RLAでは，生徒自ら課題を設定

し，その課題を探究し，探究の結果の発表や相互批評を通して，意欲的な

学習にアプローチする。

　その具体的な事例として，フィボナッチ数列の周期性を題材としたRLA

を紹介する。

探究的な学びを促す
第46回テーマ

と　き

ところ

ゲストスピーカー
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無 料

Researcher-Like Activity
の授業づくり


